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番

第
囲
親
昭
和
九
年
-

｡

-

昭
和
八
年
十
二
月
乃
至
昭
和
九
年

一
月
の

日
永
良
都
島
新
岳
の
火
山
活
動
(
解
凹
版
付
)

本

間

不

二

男

内

容

(A
)
昭
利
八
咋
十
二
月
乃
至
昭
利
九
年

一
月
の
口
永
良
却
島
新
荷
火
山
満
勅
の
怒
利
O

一
､
昭
利
八
咋
十
二
月
二
十
四
日
煤
数
の
前
兆
-

二
'
昭
利
八
年
十
二
何
二
十
四
日
爆
斑
の
焚
況
-

三
､
十
二
月
二
十
七
zE
及
び
三
十

一
E
:
の
爆
敢
-

E
E'
昭
利
九
年

1
月
十

1
日
の
爆
駈
以
前
に
於
け
る
新
帝
及
び
古
希
附
妃
の
状
況
-

五
p
昭
和
九
年

1
月
十

1
日
爆
故

の
班
況
1

六
､
昭
利
九
年

1
月
十

一
日
爆
壁

の
特
性
1

七
､
昭
利
八
年
十
二
月
及
九
年

l
月
煤
故
常
時
の
窺
象
｡

(B
)

口
永
良
部
鳥
新
馬
煤
幾

の
火
山
鍵
的
考
察
｡

八
､
癖
岩
を
流
出
す
る
火
山
縞
湖
-

九
､
口
永
良
部
鳥
新
柄
爆
淀
の
火
山
単
的
槻
雛
-

一

〇､
昭
利
六
年
よ
り
昭
利
九
年
に
至
る
新
応

煤
故

の
繊
巧
-
-

二

､
口
永
良
部
抱
新
再
噴
火
管
の
傾
斜
｡

序

言

くちえ
ら

ぷ

口
永
良

都

島
新
岳
は
尭

雀

一
三
〇
度

一
三
分
北
緯
三
〇
度
二
七
分
附
近
ほ
催
し
'
現
今
の
最
高
瓢
は
海
披
約
六
〇

昭
利
八
咋
i･
二
月
乃
糞
昭
和
九
年

7
月
の
日
永
良
都
島
新
柄
の
火
山
析
動

蒜
三



地

球

節

二
十

1
魯

解
四
非

議
凹

○米を有する口永良部火山に於ける主峯の1である｡

此の火川は天保十二年曹暦四月三日(小活動)及び六月十五日(大勝磯)に活動を行って後九十二年日に潜る昭和六年四月二日は滞び活動を始め同年五月十五日､六月六日等ほ爆磯し､約二年牛休止の後.昭和八年十二月二十四日午前四時十分頃縛が爆輩を行ひ､其の後十二月三十一日午後八

時頃及び昭和九年一月十一日午後四時十五分頃顕著在る爆教を行った0

昭利六年四月二=の爆磯は就いては庇見島測傭所長間岡畢太郎氏の｢昭和六年四月二日口永良部島新岳の噴火｣なる報告がある｡又ね同年五月､六月の喧火は就い.I,Jは頗る箇革ではあるが｢火山｣

創刊故に中野撒三氏の報菅がある｡

依って此盛には其れ以後の活動は就いて唯学術的万両に就いてのみ述べる事にする｡

元よか此の度の情動は昭和六年の活動と併せて新岳の7活動期を劃するものであるのであるから清給が屡々其の安和の報畳む件は夜い昭和六年の爆登にも梱れるが､此の鮎は切に嶺者の御前容を

乞ふ次第である｡本報告は一の略報は過ぎずp詳細は後日改めて磯衷する鵜･ctである｡

本報菅を準するに皆わ口永良都島踏奄中種々便宜を朗へられたる鹿見島輝魔の有司及び口永良部島の諸士は戚謝する｡而して一月十一日の燥登に際し洗き御配慮を給はわたる恩師､京都砕囲大撃組長始め渚数授'鹿見島腺鹿骨局の諸士'譜先輩及び同僚の渚士に謹んで本報告を捧げる次姉であ

る0





節
二
十

1
容

餅
四
鵬

二
川
小ハ

(A
)
昭
利
八
年
十
二
月
乃
至
昭
和
九
年

一
月
の

日
永
良
部
島
新
岳
火
山
活
動
の
安
和

叫
.
昭
和
八
草
十
二
月
二
十
四
日
爆
藷
の
前
兆

十
二
月
二
十
四
日
の
爆
磯
は
懲
ら
多
少
注
目
す
べ
き
前
兆
が
あ
つ
ね
か
ら
先
づ
之
を
述
べ
る
O

即
ち
其
の

7
は
新
岳
暁
火
口
底
ほ
て
採
掘
し
た
硫
黄
餅
は
従
裸
と
79
温
い
も
の
で
は
あ
っ
た
が
､
之
を
火
口
壁
ま

で
運
び
上
る
頃
に
は
冷
た
-
在
っ
て
ゐ
る
の
む
常
と
し
た
の
ほ
､
爆
敬
の
起
る
曹
ら
-
以
前
(
日
数
は
不
明
を
-
)よ

か
.
狐
庶
上
昇
せ
る
た
め
火
口
壁
は
持
ち
上
げ
馬
の
脊
ほ
積
む
頃
も
相
接
温
み
を
戚
じ
ね
と
の
事
で
あ
る
｡

其
の
二
は
爆
磯
前
日
の
夕
刻
新
岳
東
飯
南

1
粁
牢
な
る
モ
チ
山
の
谷
の
小
屋
の
附
鑑
は
働

い
て
居
だ
人
夫
が
三
回

強
砂
を
被
少
又
た
小
屋
に
も
砂
が
降
っ
た
の
で
'
仲
間
が
誼
戯
し
て
ダ
イ
ナ
や
イ
ー
を
爆
敬
さ
せ
た
も
の
と
皿
っ
て

之
を
叱
責
し
.
其
の
触
ら
ざ
る
rJ
と
を
抗
言
n
れ
た
郡
安
が
あ
っ
た
｡
之
は
其
の
時
既
に
新
岳
が
小
爆
磯
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
事
が
後
に
至
っ
て
恩
以
合
せ
ら
れ
た
と
の
事
で
あ
る
.

其
の
三
は
口
永
良
部
島
兼
方
海
上
は
十
二
月
二
十
三
日

(
薯
暦
十

1
月
八
日
)
出
漁
し
て
居
た
漁
師
は
夜
間
屡
々

新
岳
噴
火
口
よ
り
火
光
の
昇
る
の
む
寵
め
.
新
岳
の
活
動
は
其
の
時
既
に
多
少
活
気
を
具
し

てゐ
ね
rJ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
｡

其
の
四
は
二
十
四
日
年
前
二
時
頃
本
村
の
波
速
藤
之
助
氏
が
自
宅
の
縁
側

-(
口
永
良
都
島
ほ
て
は
冬
も

山
敗
は
雨

戸
を
引
か
ず
)
よ
-
新
岳
を
望
み
.
其
の
頂
上
附
近

一
面
に
薄
明
在
る
を
都
め
､
月
の
あ
る
時
で
も
な
く
暁
に
は
未



だ
早

い
現
と

忠
弘
な
が
-
覇
び
珠
に
入
-
1
;l
睡
し
た
る
時
は
愈
々
爆
磯
が
幼
顔
し
た
も
の
で
あ
る
｡
之
は
白
煙
の

萌
し
-
上
昇

し
て
ゐ
ね
た
め
と
皿
は
れ
る
P

以
上
の
四
境
は
何
等
疑
以
な

き
塵
で
あ
っ
て
'
此
の
外
に
も
多
-
の
人
が
火
山
爆
磯
の
前
兆
と
説
む
ベ
p
J現
象
を

経
験
し
た
の
で
あ
る
が
､
誰
も
之
藍
別
兆
と
認
め
な
か
っ
た
｡

こ
､
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
四
日
爆
発
の
寓
況

爆
磯
は
二
十
四
=
年
前
凹
時
十
分
突
如
轟
然
光
る
大
音
響
と
北
八は
起
力
活
動
の
時
間
は
約
十
分
前
後
と
推
定
ru
れ

た
｡
其
の
故
は
向
江
演
の
基
氏
が
爆
教
と
共
に
飛
び
起
き
本
村
の
方
向
は
牢
途
碍
逃
げ
出
し
売
る
後
爆
登
が
止
ん
だ

革
賓
あ
-
､
此
の
間
馳
足
ほ
て
約
十
分
を
婁
す
る
も
の
と
恩
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
.
噴
嘘

の
高
さ
は
本
村
ほ
で
観
察

し
て
.
川
の
高
さ
位
と
の
却
で
あ
る
か
ら
約
六
､
七
宵
米
と
m
仙
は
れ
る
O
薫
煙
.hj
は
叩
し
､
噴
煙
中
に
火
光
を
謎
め

カ
｡
此
の
爆
聡
に
よ
-
抽
出
さ
れ
光
る
大
岩
塊

(
撃

1十
糎
以
上
)
は
主
と
し
て
兼
方
は
落
下
し
p
モ
チ
出
の
谷
ほ

て
は
十
二
人
同
居
せ
る

一
家
屈
の
上
へ
落
下
し
た
石
が
死
者
六
名
を
生
ず
る
の
大
惨
事
を
惹
起
し
た
｡
熟
し
な
が
ら

鞠
出
せ
ら
れ
た
る
大
部
分
の
岩
塊
は
之
よ
-
迄
に
小
ru-
､
七
第
附
近
ほ
於

い
て
は
種
十
糎
以
下
の
小
岩
井
が
多
か

つ
た
O
七
第
に
於
け
る
二
名
の
死
者
は
爆
敬
に
際
し
て
急
ぎ
戸
外
は
逃
げ
出
し
雨
下
す
る
此
の
程
度
の
太
い
rb
の
岩

井
に
打
た
れ
て
即
死
し
た
も
の
で
'
他
の
人
々
は
家
中
に
在
っ
た
馬
め
死
よ
タ
免
れ
た
の
で
あ
る
｡
然
し
此
の
岩
塊

は
何
れ
旦
向
熟
さ
れ
て
屠
っ
た
た
め
火
黒
む
起
し
､
七
釜
部
落
十
五
月
は
蚤
槙
の
異
は
見
舞
は
れ
､
ヌ
カ
足
の
下
に

火
傷
せ
る
多
敏
の
負
傷
者
を
蕉
じ
ね
の
で
あ
る
｡
降
下
せ
る
岩
片
､
次
砂
の
堆
積
物
は
白
衣
色
の
極
-
薄

い
被
履
物

は
蔽
は
れ
カ
複
輝
石
安
:黒
石
に
し
て

七
第
に
於

い
て
堆
積
暦
の
厚
さ
は
約

一
〇
糎
に
L
y
.
表
れ
よ
-
西
方
有
畜

昭
利
八
舛
十
二
月
乃
至
岬
利
九
咋

fi月
の
日
永
良
却
抱
新
病
の
火
山
机
動

議

七

五



地

球

節
二
十

一
怨

解
別
紙

二

阿

八

六

に
蘇
る
道
を
進
行
す
る
ほ
つ
れ
厚
rTJを
珊
増
し
､
高
距
二
五
〇
米
よ
か
上
ほ
て
堆
積
岩
片
の
太

い
さ
は
小
さ
く
を
カ

且
つ
同
時
に
黒
色
を
量
し

一
見
前
者
と
匿
別
す
る
,J
と
が
出
凍
た
｡
之
は
高
距
峯
ぽ
四
五
〇
米
の
地
斯
道
帝
き
十

一

月
三
十

一
口
午
後
八
時
頃
の
爆
敏
に
於
け
る
馳
出
物
で
は
夜

い
か
と
息
は
れ
る
が
､
二
十
凹
H
､
三
十

一
日
洪
口
永

良
部
鳥
に
放
け
る
風
向
は
北
西
の
気
候
風
と
推
定
rJれ
る
の
で
確
言
す
る
串
は
出
水
ぬ
｡
而
し
て
是
等
の
金
噴
出
物

は
悉
-
噴
火
口
底
は
既
に
春
つ
ね
番

い
岩
塊
で
あ
っ
た
｡

三
､
十
二
月
二
十
七
日
及
び
三
十

5
日
の
爆
発

此
の
二
十
四
円
の
爆
登
の
後
新
聞
紙
は
十
二
月
二
十
七
日
年
後

一
時
頃
の
爆
敬
を
樽

へ
て
居
る
が
､
之
は
昏
時
流

見
島
万
両
の
順
庵
及
び
新
聞
就
よ
み
の
慰
問
隊
が
到
着
し
っ
つ
あ
っ
た
時
の
Ⅲ
雑
事
で
あ
っ
カ
た
め
甚
し
-
誇
大
n

れ
で
外
部
は
博

へ
ら
れ
た
も
の
で
､
偶
々
風
下
は
蔚
っ
た
向
江
済
方
面
に
少
許
の
降
次
を
見

た
ほ
過
ぎ
な
か
っ
た
｡

第
二
回
目
の
著
し
い
爆
磯
は
同
月
三
十

一
日

(背
麻
十

一
月
十
五
日
)
午
後
八
時
三
十
分
頃
に
突
登
し
た
｡
此
の

爆
磯
は
仝
-
何
等
の
前
兆
夜
-
突
然
大
爆
音
と
北
ハは
行
ほ
れ
た
の
で
あ
る
が
､
皆
目
偶
々
除
夜
に
皆
少
且
つ
月
明
の

夜
で
あ
っ
た
の
で
多
数
の
島
民
に
観
察
n
れ
ね
の
で
あ
る
.
其
の
停
ふ
る
所
を
綜
令
す
れ
ば
爆
敬
は
数
分
間
に
亘
み

数
同
行
は
れ
､
黒
煙

(衣
盈
色
に
見
え
た
る
煙
)
が
漠
々
と
立
ち
上
-
数
回
に
亘
-
多
少
の
爆
音
と
火
光
と
を
磯
し

た
も
の
の
如
-
で
あ
る
｡
然
し
其
の
勢
力
は
二
十
四
日
の
も
の
に
蓬
に
劣
-
､
大
岩
塊
の
鞭
出
せ
ら
れ
た
rJ
と
も
甚

し
-
は
な
か
つ
ね
様
で
あ
る
O

.L
月
四
日
日
永
良
部
島
に
着

い
た
我
々
の
船
は
此
の
爆
磯
彼
に
放
け
る
第

一
回
の
便
船
で
あ
っ
た
の
で
､
島
の
人

々
は
三
十

.i
日
の
爆
聡
を
早
-
外
来
の
人
に
骨
げ
た
か
っ
た
時
で
あ
っ
た
か
ら
､
始
め
は
大
部
誇
大
に
聞
か
n
れ
ね



傾
向
が
あ
っ
た
｡
然
し
後
は
次
笛
に
石
の
却
情
が
判
別
し
た
の
で
あ
る
｡

次
い
で
第
三
何
の
爆
教
が
旧
都
九
年

7
月
十

1
=
年
後
四
時
十
四
分
頃
よ
-
同
十
八
分
迄
の
問
に
起
っ
た
｡
之
は

二
十
四
円
の
も
の
に
次
ぐ
爆
敬
で
あ
ら
､
筆
者
は
偶
々
松
本
教
授
と
共
に
岩
塊
の
落
下
す
る
地
域
の
中
は
衣
-,!

多

少
火
山
爆
磯
の
機
鹿
を
加

へ
る
こ
と
を
得
た
か
ら
､
精
許
し
-
左
に
述
べ
る
｡

E
I.
昭
和
九
年

叩
月
十

叫
田
螺
畿
以
前
に
於
け
る
新
嶺
及
び
酋
嶺
附
妃
の
状
況

十

一
日
我
々
は
精
々
穏
か
に
在
っ
た
天
保
を
利
用
し
七
十
二
月
二
十
四
日
以
後
の
第
二
回
目
の
交
通
者
と
し
て
音

岳
､
七
釜
道
を
捜
査
し
､
湯
向
竺

泊
す
る
預
定
む
以
つ
V
p
午
前
九
時
頃
本
村
を
登
し
向
江
潰
よ
み
新
岳
閣
密
を

経
･
新
岳
南
西
斜
面
に
出
で
､
昭
和
六
年
五
月
十
五
旦
促
の
爆
教
地
瓢
の
疏
東
口

(
小
爆
聴
火
口
の
形
態
を
な
し
､

五
月
十
五
口
以
前
と
は
著
し
-
嘩
化
せ
.N｡
如
し
)
を
囲

む
熔
岩
の
標
本
を
採
集
し
た
の
が
十
二
時
十
七
分
で
あ
っ
た
.

之
よ
わ
噴
火
日
南
壁
に
至
る
道
は
昭
聖

ハ
年
の
爆
登
後
は
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
'
或
る
部
分
は
天
童
よ
-
落

下
せ
る
岩
塊
､
上
方
よ
-
晒
げ
港
ち
た
る
岩
塊
に
ょ
つ
て
湛
し
-
破
壊
せ
ら
れ
､
稀
に
は
元
形
を
止
め
を

い
部
分
が

あ
っ
た
｡
又
ね
高
距
五
五
〇
米
附
近
の
斜
面
で
は
道
を
横
切
っ
て
客
ぼ
兼
酉
に
激
憤
の
亀
裂
が
新
岳
の
川
機
中
を
貫

い
て
居
る
の
を
溜
め
た
｡
而
し
て
愈
々
山
頂
に
近
づ
け
ば
'
硫
黄
運
轍
の
火
口
壁
の
商
頂
か
ら
兼
頂
を
経
て
火
口
底

は
至
る
遣
及
び
南
東
火
〓
壁
か
ら
南
に
曲
っ
て
古
岳
の
鞍
部

(馬
の
小
脊
)
に
至
る
道
は
落
下
せ
る
岩
塊
に
挑
め
益

ru
れ
て
其
の
付
置
を
す
ら
知
る
事
が
招
魂
な
か
っ
た
｡

二

月
七
日
の
踏
査
は
よ
っ
て
ー
新
岳
酉
側
火
口
壁
上
の
道

は
佃
は
完
全
は
近
-
保
存
さ
れ
p
其
の
北
壁
部
で
は
仝
-
道
路
を
認
め
布
衣
か
つ
き

J
と
を
も
知
力
碍
莞

此
の
新

岳
火
口
壁
を
擬
る
道
路
の
破
壊
状
態
と
抽
出
物
幕
下
の
方
向
と
は
よ
-
十
二
月
二
十
四
日
及
望

芋

1
日
の
所
動
状

昭
利
八
叫
十
二
月
乃
充
昭
利
九
年

一
月
の
日
永
良
部
粍
新
市
の
火
山
析
動

]1,罪

ヒ





態
を
物
語
る
も
の
で
甚
だ
興
味
が
あ
る
｡
∪

十

7
日
正
午
我
々
が
新
岳
の
商
火
口
壁
に
立
っ
た
時
､
偶
々
風
下
に
衣

-
,

後

々
た
る
噴
煙
は
蔽
は
れ
殆
ど
其
の
他
鮎
は
立
ち
な
が
ら
火
口
壁
の
断
崖
を
目
撃
す
る
こ
と
を
得
ず
､
従
っ
て
火
口

底
を
観
察
す
る
こ
と
を
79
碍
な
か
っ
た
｡
噴
煙
は
湛
し
-
菰
硫
酸
瓦
斯
の
刺
戟
は
嵩
み
或
は
外
に
鰻
化
水
素
瓦
斯
夜

ど
も
含
ま
れ
tJ
ゐ
ね
で
あ
ら
う
が
'
何
等
断
言
す
る
資
料

む
持
た
ぬ
｡

我
々
は
背
鼻
北
方
の
峠
即
ち
馬
の
小
脊
ほ
於

5,で
午
後

一
時
頃
塞
食
を
取
-
､
そ
れ
よ
み
新
岳
噴
火
口
南
壁
の
熔

なな
ま
が

け
ん

岩
よ
り
成
る
尖
峯
に
生
じ
た
大
砲
裂
及
び
六
年
五
月
十
五
日
の
爆
磯
火
口

(｢
七
曲

-1
の
創
｣
と
宿
す
)
の
籍
異
を
撮

影
し
た
｡
此
の
時
の
暁
煙
は
友
白
色
む
主
と
し
鼻
白
の
水
蒸
気
及
び
帝
白
色
の
駐
硫
酸
瓦
斯
の
煙
夜
ど
が
之
は
混
ず

る
の
む
寵
め
た
が
､
之
れ
が
三
時
間
後
に
爆
寛
恕
行
ふ
も
の
と
は
全
-
束
づ
か
な
か
っ
た
.

古
岳
爆
教
火
口
は
美
し

き
二
韮
火
口
む
な
し
で
ゐ
る
｡
即
ち
其
の
外
方
火
口
原
は
南
北
に
延
び
た
匿
種
五

〇
〇
米

群
の
凹
地
を
な
し
､
其
底
に
霜
卒
在
火
L1-
岩
層
丘
が
あ
っ

て､
更
に
そ
の
中
央
に
二
p
三
十
米
低
さ
固
形
の
内
側
火

口
原
が
構

っ
て
居
た
か
で
あ
る
｡
此
の
小
火
口
底
は
大
膿
平
坦
に
し
て

1
部
分
に
は
水
を
港

へ
て
韓

い
池
む
な
し
'

他
は
成
東
作
用
を
受
け
て
槌
色
し
た
淡
色
の
小
岩
井
及
び
次
砂
の
原
を
な
し
朗
々
に
射

き
硫
来
孔
が
散
在
し
て
居
た

此
の
馬
の
小
脊
よ
-
,爆
教
火
口
附
近

完
W
の
地
域
は
昭
和
六
年
の
爆
敬
に
も
昭
和
八
年
末
の
爆
教
に
も
岩
塊
の
落

下
す
る
都
締
め
て
少
-
'
道
路
は
何
等
の
典
塵
を
7P
鮮
倣
し
夜
か
つ
ね
戒
に
坦
々
と
し
て
通
じ
て
ゐ
ね
O
午
後
二
時

-

過
ぎ
古
岳
火
口
を
酔
し
て
東
方
に
下
-
始
め
高
距
五

〇
〇
来
聴
と
規
は
る
る
地
割
迄
進
行
し
た
頃
よ
-1
P
我
々
は
北

西
の
風
に
法
ら
れ
て
凍
ね
新
岳
噴
煙
の
下
に
入
る
と
共
に
十
二
月
三
十

一
日
の
暁
拍
物
と
恩
は
る
小
岩
膚
の
碓
積
層

中
に
入
つ
7
0
之
よ
-
七
釜
迄
の
岩
層
堆
積
の
厚

さ
は
既
述
の
如
-
十
放
題
以
上
に
及
ぶ
所
が
あ
-
､
其
の
落
下
し

昭
利
八
咋
十
二
月
乃
預
昭
利
九
坤

1
月
の
日
永
良
部
偽
新
満
の
火
山
析
動

]室

九
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林部釜七るせ地金bよ

揮
二
十

一
巻

第
円
雛

二至

一
〇

ね
岩
石
の
速
度
は
勿
論
井
だ
大
で
あ
っ

て'
横
木
林
､

捻
林
の
木
の
糞
は
殆
ど
打
ち
落
さ
れ
'
枝
は
折
ら
れ
'

岩
石
の
落
下
す
る
方
に
向
い
た
幹
の
両
もこ
は
無
敦
の
打

ち
傷
を
生
じ
､
如
何
に
岩
片
が
猛
烈
に
､
且
つ
赦
寓
に

降
-,h旺
い
だ
か
を
物
語
っ

てゐ
た
〇

七
釜
･･(A,
北
方
で
は
急
もこ小
岩
府
の
主
が
減
じ
'
之

に
反
し
大
岩
塊
の
落
下
せ
る
丑
が
埠
し
､
惨
番
の
最
も

鞍
し
か
っ
た
モ
チ
川
の
谷
の
席
ぐ
南
に
於
い
て
最
大
_

超
し
た
る
が
如
-
親
祭
さ
れ
た
｡
之
よ
･a
北
方
暮こ
於
い

て
は
漸
や
く
少
-
､
我
々
が
此
の
臼
の
爆
発
を
軽
食
し

た
新
岳
鼻
水
､
市
郎
三
〇
〇
米
附
近
で
は
も
は
や
道
路

上
で
は
廿
四
日
の
爆
蔵
に
落
下
し
た
岩
塊
を
詠
め
る
事

が
出
来
な
か
っ
た
｡

五
'
昭
和
九
年

l
月
十
J
B
爆
費
の
霊
視

我
々
が
爆
我
を
耗
廃
し
た
地
卦
は
モ
チ
山
上
-
北
方

_こ
あ
る
森
林
地
背
中
の
坂
道
と
上
か
つ
め
､,
上
方
暮こ
舷

の
林
が
あ
-
下
方
に
は
雑
草
や
棟
木
の
繁
茂
す
る
地
域



の
間
を
行
-
道
路
に
出
LJ
瞬
間
で
あ
っ
た
｡
先
づ
列
車
の
間
近
に
進
行
し
凍
れ
る
が
如

き
膏
が
二
十
秒
輩

(
人
夫
の

逃
ぐ
る
を
二
､
三
度
制
し
っ
つ
小
足

-1
は
三
､
四
十
間
進
行
し
得
た
葦
の
時
間
)
帝

du膏
が
愈
々
張
-
な
つ
カ
と
恩

ふ
と
同
時
に
ド
ー
ン
､
ド
ー
ン
と
始
め
に
弧
-
後
に
窮
5'
爆
膏
が
天
地
を
震
動
し
て
轟

き
渡
っ
た
の
で
.
最
早
常
轟

休
す
と
恩
ひ
松
の
小
樹
の
版
元
に
頭
を
つ
け
た
.
第

一
の
岩
塊
は
此
の
直
後
に
ザ
-
と
膏
を
立
て
て
進
み
下
身
上
方

の
松
林
に
落
F
L
､
次

い
で
右
方
､
後
方
に
岩
魂
の
落
下
す
る
を
戚
じ
た
.
此
の
間
大
地
は
絶
え
ず
甚
し
-
震
動
L
t

爆
敬
が
急
に
銭
ら
暑

い
の
で
は
な

い
か
と
恩
は
れ
た
春
で
あ
っ
た
0
且
つ
此
の
間
に
節
三
回
の
猛
烈
を
爆
膏
が
聞
え

た
の
で
岩
塊
の
落
下
を
不
安
な
気
持
ち
で
待
ち
受
け
て
居
た
｡
然
る
に
岩
石
の
落
下
が
を
-
降
砂
が
次
い
で
始
つ
カ

の
で
始
め
て
人
心
地
に
返
り
急
ぎ
時
計
を
出
し
て
見
た
時
丁
度
四
時
十
五
分
で
あ
っ
た
｡
地
鴨
が
飴
ま
っ
て
か
ら
之

れ
迄
の
時
間
を
約

.i
分
間
と
見
積

っ
た
が
或
は
之
よ
か
少
し
長
か
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
｡
其
の
後
二
度
小
燥
膏
が
聞
え

降
衣
79
鏡
-
､
地
動
も
灸
-
在
-
な
っ
た
の
は
四
時
十
八
分
よ
-
少
し
前
で
あ
っ
た
｡

爆
磯
の
絶

っ
て
後
､
第
二
の
岩
塊
が
松
本
致
投
を
去
る

7
米
飴
距
っ
た
道
路
上
は
落
下
し
'
数
日
衆
の
雨
に
て
磁

っ
て
ゐ
る
士
を
熟
し
盛
ん
は
水
蒸
気
を
上
げ
て
ゐ
る
の
む
静
め
た
｡
此
の
岩
魂
は
程
二
十
五
糎
範
の
角
稜
あ
る
償

い

安
川
岩
に
し
て
､
地
下
五
十
粗
放
の
操
rbに
突
入
L
t
翌
日
午
前
十
時
車
之
を
採
集
し
た
時
に
荷
は
温
み
を
持
っ
て

ゐ
た
｡

二
十
分
の
後
我
々
は
牝
兼
教
官
米
在
る
大
浦
の
野
に
出
た
｡
而
し
て
其
の
相
方
草
原
は
既
は
落
石
の
為
め
火
を
馨

し
ゐ
る
の
･h
J諦
め
た
｡
滴
れ
ば
南
東
の
森
林
数
十
の
地
勤
ま
多
は
白
煙
の
漠
々
と
し
て
立
ち
昇
少
'
暮
色
漸
-
迫
る

新
高
の
火
口
よ
-
は
友
黒
色
の
噴
煙
が

モ
-
-
＼

と
噴
d

J

上
む
島
を
蔽
ふ
て
道
か
南
東
の
海
上
に
磨

い

てゐ
ね
｡

昭
利
八
叫
十
二
月
乃
至
昭
利
九
年

一
月
の
日
永
良
部
偽
新
柄
の
火
山
LE
功

嘉

三

11
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地

球

野

手

一
存

妨

凹
批

一1.蒜

1
〓

大
､
昭
和
九
年

叩
月
十

他
日
爆
発
の
特
性

比
の
爆
瀞
の
賓
祝
に
就

き
更
に
詳
説
す
れ
ば
限
-
老

い
乙
と
で
あ
る
か
ら
攻
は
主
要
在
る
軍
資
の
み
を
翠
げ
で
此

るけ胎に敬爆 口-+刀-irl九抑旧 聞五第

布分物山鋤

(域地下降片削 ､は域地線斜｡域地下箔塊掛 ま域地鋸[;I.'3･･)

の
項
hqt結
ぶ
､
即
ち

7
､
衝
種
二
十
糎
以
上
の
岩
魂
は
主
と
し
て
新
岳
噴
火
口
の
東

方
に
杓
っ
て
鋤
出
さ
れ
､
其
の
北
米
は
高
党
の
森
の
頂
上

北
部
に
及
び
'
東
方

へ
の
距
離
は
約
二
粁
で
あ
る
｡

二
､
抽
出
苫
れ
た
る
岩
塊
の
阻
皮
は
草
原
の
枯
草
を
聴
火
せ
し

ひ
る
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
飴
し
岩
塊
に
は
甚
だ
大
に

L
tJ
且
つ
高
槻
な
る
も
の
が
な
か
っ
た
薦
め
大
山
火
事
を

磯
す
る
に
至
ら
ず
､
小
山
火
事
も
其
の
H
の
夕
刻
の
桶
に

殆

ど
滑
n
机
､
翌
日
に
は
温
土
中
の
水
分
が
岩
塊
の
熱
は

相
は
況
め
ら
れ
て
所
々
よ
-
水
蒸
気
の
白
煙
の
上
げ
て
ゐ

る
の
む
誰
め
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
蓮
等
の
落
下
し
雲

石

塊
は
勿
論
悉
-
既
車
間
推
し
で
喧
火
口
底
に
あ
っ
霊

万
石

で
あ
る
｡

三
､
小
岩
片
､
衣
砂
は
常
日
の
風
は
支
配
せ
れ
滴
方
源
上
に
降

下
し
た
｡
其
の
敢
遠
距
離
は
匿
後
二
輝

位の小
岩片
に
於
い
て
少
-
も
十
五
粁
(
屋
久
島
や
乱
2--
亮
岬
TI亀

棚掛
的

鰍戯腰ダ



で
あ
る
｡
噴
出
物
の
埴
和
泉
は
七
第
は
於
い

ても
恐
ら
-
犀
n
数
頻
を
超
え
ず
ー
二
十
四
日
の
堆
積
物
と
匿

別
し
縛
を
か
っ
た
｡

四
.
爆
磯
は
新
岳
噴
火
口
内
は
於
い
て
行
は
れ
､
岩
塊
の
東
方
に
抽
出
n
れ
た
も
の
は
本
村
よ
-
肉
眼
ほ
て
噴
火

口
よ
-
斜
は
北
方
は
飛
ぶ
蔵
を
目
撃

さ
れ
た
.

五
､
爆
敬
の
噴
煙
は
異
色
を
量
し
二
向
n
は
千
数
百
米
に
及
び

(
本
村
に
て
観
察
し
山
の
高
さ
竺

1倍
)
噴
煙
中

よ
さ
閃
光

(島
民
は
岩
石
の
相
撃

っ
て
敬
す
る
光
と
言

へ
ど
も
.
恐
-
は
電
光
在
る
べ
し
)
HLJ登
し
た
｡

六
'
本
村
よ
み
の
観
察
に
よ
れ
ば
爆
磯
は
大
股
二
回
に
憧
別
さ
れ
､
最
初
は
猛
烈
に
し
て
岩
塊
を
飛
散
せ
し
め
､

第
二
回
日
の
も
の
は
之
を
認
め
ず
.
経
擬
時
間
は
約
四
分
間
で
あ
る
.

七
七
爆
磯
の
前
に
何
等
の
前
兆
を
件
は
ず
｡

A
.
爆
蔵
前
の
ゴ
ー
ゴ
ー
と
言
ふ

(
列
車
の
進
行
し
凍
る
如

き
)
爆
教
は
西
部
在
る
岩
屋
泊
の
外
.

(
波
浪
の
昔

ほ
て
不
明
)
各
部
群
に
聞
え
允
が
'
爆
音
は
本
村
及
び
向
江
演
で
は
聞
え
ず
､
新
村
.
湯
柑
及
び
新
岳
よ
少

基
部
は
居
た
聾
者
が
之
を
聞
い
た
｡

九
､
爆
磯
港
了
の
後
も
噴
煙
は
常
よ
少
凝
塊
を
尊
び
､
其
の
畳
79
一
時
数
十
倍
に
蓮
し
た
.
但
し
そ
の
露
総
時
間

は
不
明
で
あ
る
｡
(

少
-
も

一
時
間
後
迄
は
頗
る
多
-
､
十
六
時
間
後
に
は
常
の
如
-
白
色
に
し

て畳
は
常
よ

み
少
し
多

い
轟
で
あ
っ
た
)

0

十
､
爆
磯
後
十
二
時
間
を
経
て
翌
日
午
前
六
時
覇
び
屋
久
島
の
永
田
に
降
砂
の
あ
っ
た
事
が
同
地
の
巡
査
に
よ
っ

て
報
ぜ
ら
れ
ね
が
､
口
永
良
都
島
に
は
之
に
気
付

い
た
人
が
居
ら
な
い
｡
更
は
爆
聴
後
二
十

.i
時
間
飴
を
経

昭
利
八
舛
十
二
月
乃
至
昭
利
九
年

一
月
の
H
永
良
部
鳥
新
井
の
火
山
括
謝

意

混

.i
三



地

球

節

二
十

1
各

節
何
故

垂

ハ

表

わ
る
翌
日
年
後

7
時
輩
頃
蓑
味
勝
ち
の
噴
煙
が
上
昇
し
新
岳
南
光
方
に
少
し
秤
-
衣
を
降
ら
し
LJ
｡

以
上
の
革
質
は
聾
者
が
｡
･氷
良
部
島
滞
我
の
間
は
行
ば
れ
た

一
月
十

一
日
年
後
四
時
十
五
分
頃
は
起
っ
た
爆
磯
に

闘
す
る
主
要
在
る
串
賓
で
あ
る
｡
此
の
種
の
火
山
活
動
は
ウ
ォ
ル

フ
の
所
謂
車
火
山
性
爆
敬
に
腐
す
る
も
の
で
,
煤

磯
に
潜
っ
て
火
山
瓦
斯
の
外
何
等
地
球
内
郷
の
岩
壁
物
肇
の
地
表
に
逃
れ
用
で
た
,p
の
が
な
か
つ
な
の
で
あ
る
･

新
岳
は
此
の
爆
登
後
我
々
が
日
永
氏
朝
島
を
去
る
迄
､
噴
煙
を
頂
け
つ
つ
あ
つ
た
が
､
此
の
噴
煙
は
日
に
よ
っ
て

数
分
或
は
数
十
分
の
間
隔
を
以
つ
忘

芸

多
少
は
よ
る
周
期
性
堅

不
し
て
わ
た
0
見
た

一
月
二
十
四
日
正
年
頃
に
は

本
村
北
東
山
腹
で
働
い
た
居
雲

天

の
昔
年
は
よ
っ
て

1
黒
煙
｣
(多
少
濃
衣
包
む
を
す
噴
煙
の
恵
)
が
玉
0
0
米
華

の
高
ruに
上
昇
し
た
輩
が
訟
め
ら
れ
た
｡
Ll
永
良
部
島
滞
在
の
盆
期
間
を
通
じ
p
噴
煙
は
本
村
よ
み
望
み
喧
火
口
内

の
二
地
鮎
と
南
壁
と
の
三
地
鮎
よ
少
盛
ん
に
噴
出
し
､
南
端
の
7P
の
の
み
は
骨
塊
或
は
炎
色
霊

灯
ぶ
る
事
が
多
か
っ

た
｡

雪

昭
和
八
年
十
〓
月
及
九
年

j
月
爆
発
瀞
蒜

の
気
象

攻
転

十
二
月
二
十
四
口
(菌
麻
十

一
月
八
日
)､
同
三
十

盲

(薯
僻
十

一
月
十
五
日
)
及
び

一
月
十

五

(
嘗
潜

十

一
月
二
十
六
日
)
の
爆
磯
潜
時
は
於
け
る
気
象
を
見

る
ほ
.
二
十
四
=-
ほ
は
午
前
四
時
十
分
の
爆
敬
に
勤
し
午
前

四
時
過
ぎ
に
満
潮
二

二
十

山
日
に
は
午
後
八
時
頃
の
爆
敬
は
対
し
午
後
九
時
頃
が
満
潮
と
恩
は
れ
､

7
月
十

山
口
ほ

は
年
後
四
時
十
五
分
の
爆
磯
に
封
し
午
後
五
時
過
ぎ
が
浦
潮
と
恩
は
れ
た
｡
即
ち
爆
敬
は
殆
ど
満
潮
時
に
起
っ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
0

又
た
降
雨
と
爆
教
と
の
紺
係
を
見

る
ほ
十
二
月
二
十
四
=
の
前

一
週
間
に
亘
皇
蛍
北
､
那
覇
及
鹿
見
島
と
,P
概
し



て
晴
ー
亀
は
し
て
二
十
二
円
と
二
十
四
日
に
降
水
曳
六
粍
及
凹
種
が
鹿
見
島
に
報
ぜ
ら
れ
て
屠
る
｡
気
腫
は
十
二
月

十
六
日
の
後
は
二
十
三
日
が
右
三
地
鮎
と
も
放
伐
は
し
て
､
二
十
四
日
が
之
に
次
ぎ
夫
々
七
六
四
･
四
粗
､
七
六
三
･

八
粍
ー七
六

丁
九
粍
で
あ
る
｡
三
十

1
日
の
爆
凝
以
前
に
は
二
十
九
日
は
以
上
の
三
地
鮎
に
夫
々
三
〇
先
､
六
〇
粍
､

一
二
粕
の
大
降
水
あ
-
､
三
十
日
は
那
覇
が
荷
は
両
天
に
し
て
降
水
七
粍
が
あ
る
O
然
し
気
魔
に
於

い
て
は
三
十
日

が
三
地
瓢
と
も
最
も
低
-
'
二
十
九
H
p
二
十
八
日
が
之
に
次
ぎ
､
三
十

一
円
は
養
北
､
那
覇
､
此
見
島
が
夫
々
七

六
六
･五
粍
､
七
六
五
二
二
粍
及
び
七
六
四
エ
ハ
粍
ほ
し
で
p
翌
口
ま
わ
以
後
は
之
よ
上
向
-
在
っ
て
み
る
｡

次
に

一
月
十

一
H
以
前
数
日
の
気
象
を
見
る
ほ
口
永
良
部
島
に
於

い
て
は
六
日
午
前
晴
､
年
後
蚤
両
相
中
､
七
日

暗
曇
和
牛
p
八
日
午
前
両
午
後
晴
'
九
日
終
日
快
晴
､
十
日
終
日
両
p
十

一
日
曇
時
々
晴
､
又
聖
典
北
'
那
覇
､
此

見
島
に
於

い
て
は
概
し
て
六
日
よ
わ
次
第
に
荒
天
に
向
S
十
日
に
澱
も
恵
-
三
地
と
も
三
種
､
七
粍
及

一
〇
牝
の
降

水
を
兄
.
十

一
日
か
ら
天
気
が
相
快
復
し
て
ゐ
る
｡
而
し

て束
魔
も
十
日
に
三
地
と
79
敢
低
空

ホ
し
､
十

一
日
に
は

快
復
し
て
ゐ
る
｡
其
の
後

一
月
二
十
八
日
迄
の
滞
在
中
両
畳
と
火
山
活
動
と
の
閥
係
を
見
れ
ば
雨
の
多
い
日
の
後
に

必
ず
活
動
が
旺
盛
で
は
夜
か
つ
ね
が
p
上
述
の
三
回
の
爆
磯
の
中
p
後
の
二
回
は
大
雨
の

一
､
二
日
後
に
起
っ
て
ゐ

る
○更

に
十
二
月
二
十
四
日
以
後
三
回
の
活
動
の
時
間
的
間
隔
h
t見
れ
ば
夫
々
約
七
日
十
六
時
間
､
約
十
旦

7十
時
間
､

十
二
旦

7十
時
間
と
老
身
､
活
動
の
勢
力
は
勿
論
不
明
で
あ
る
が
.
十
二
月
二
十
四
日
の
爆
登
を

一
〇
〇
と
す
れ
ば

恐
ら
-
十
二
月
三
十

一
日
は

一

〇.
一
月
十

一
日
は
三
〇
､

一
月
二
十
四
日
は
五
以
下
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
｡
而
し

て
此
の
傾
向
を
以
っ
.tJ
進
め
ば
次
の
活
動
が
新
聞
紙
に
報
ぜ
ら
る
る
乙
と
は
期
待
し
程
覆

い
廃
で
あ
る
｡

昭
利
八
dI三
十
二
月
乃
寅
昭
利
九
年

7
月
の
日
永
良
部
托
新
馬
の
火
山
統
御

嘉

セ

iJ
証



地

球

紡

二
十

一
怨

節

川

鵬

二
発

-
六

(B
)
ロ
永
良
都
島
新
高
爆
発
の
火
山
学
的
考
察

八
､
熔
岩
を
流
出
す
る
火
山
活
動

地
表
の
火
山
活
動
は
地
下
岩
壁
の
活
動
力
の
地
表
は
表
れ
た
も
の
は
過
ぎ
す
､
地
下
の
岩
壁
は
其
の
岩
壁
溜
の
太

い
3
'
形
態
､
伏
春
す
る
操
n
.
其
の
他
の
轟
々
怒
る
地
質
的
確
件
に
よ
っ
て
活
動
性
を
典
に
す
る
も
,
其
の
岩
壁

が
冷
却
す
る
場
合
を
想
像
す
れ
ば
梗
概
石
､
輝
石
.
斜
長
石
等
の
無
水
珪
酸
魔
の
管

相
を
用
し
つ
つ
･
磯
波
が
次
第

に
揮
教
成
分
を
多
-
包
含
す
る
も
の
と
在
っ
て
行
-
郭
は
今
日
何
人
も
疑
は
ね
塵
で
あ
る
○
其
の
故
は
岩
壁
の
脱
皮

の
十
分
高

い
時
は
火
山
は
化
撃
的
に
玄
武
岩
熔
岩
を
火
口
に
魅

へ
p
火
山
瓦
斯
を
著
し
く
磯
散
L
を

い
も
の
と
な

ゎ
､

其
の
弧
カ
な
る
活
動
は
熔
岩
の
流
出
に
よ
っ
で
示

さ
れ
､
爆
敬
に
替
っ
て
,p
揮
聴
成
分
の
少

い
熔
融
岩
壁
か
引

鳶
ち

ぎ
ら
れ
た
LJ
め
に
捷
ず
る
紡
錘
形
火
山
粒
を
抽
出
す
る
｡
之
は
元
よ
少
此
の
度
の
口
永
良
郵
火
山
の
情
動
と
泰
然
興

る
も
の
で
あ
る
｡

然
し
岩
壁
の
管

m
分
離
作
用
が
進
み
､
威
さ
れ
た
熔
融
岩
集
中
に
揮
教
成
分
が
多
く
怒
れ
ば
､
火
山
活
動
は
爆
敬

性
と
在
る
｡
即
ち
此
の
様
を
時
期
に
は
岩
壁
の
通
路
が

一
時
地
表
に
開
け
で
も
撹
磯
成
分
の
谷
中
に
逸
揖
す
る
事
早

-
､
従
っ
て
脱
皮
の
降
下
が
連
夜
る
馬
め
p
其
の
通
路
の
中
は
あ
る
岩
雄
上
部
の
凝
結
を
促
し
p
岩
麓
の
張
力
が
革

び
之
を
破
る
迄
地
衣
に
於
け
る
著
し

い
活
動
が
封
ぜ
ら
る
る
事
と
在
る
｡
断
る
岩
栗
が
其
の
栓
を
破
っ
て
活
動
す
る

時
に
は
熔
融
岩
舵
の
沫
と
見
る
べ

き
多
量
の
軽
石
が
噴
出
せ
ら
れ
､
其
の
状
況
は
瓶
に
つ
め
ら
れ
た
サ
イ
ダ
ー
の
栓

を
除

い
た
際
に
起
る
沸
騰
現
象
に
響
ふ
べ
き
も
の
な
る
輩
は
駒
ヶ
岳
爆
磯
の
機
制
を
論
ず
る
は
静
っ
て
筆
者
が
既
に



述
べ
た
鬼
で
あ
る
0
此
の
皮
の
口
永
良
郵
火
山
活
動
は
此
の
欄
の
活
動
と
此
敏
す
べ

き
何
物
む
も
持
た
ぬ
o

以
上
二
つ
の
場
各
の
如
-
地
下
岩
牧
の
張
力
が
そ
れ
よ
-
上
方
の
地
殻
の
抵
抗
に
勝

っ
て
上
昇
な
行
ふ
場
合
に
は

原
因
は
岩
波
を
れ
自
慢
に
あ
-,h
P
租
つ

て其
の
前
兆
は
熔
岩
湖
面
の
上
身
或
は
火
山
周
囲
の
地
域

完
仰
の
陸
地
の
隆

起
等
佳
日
す
べ

き
現
象
と
､在
っ

て現
は
れ
'
活
動
の
直
前
に
は
殆
ど
常
に
甚
し

い
地
定
む
頻
教
す
る
の
で
あ
る
｡

九
七
口
承
昆
部
品
新
痛
爆
藷
の
火
山
撃
的
概
察

日
永
良
部
火
山
今
回
の
爆
磯
に
於

い
て
は
昭
聖

ハ
年
四
月
二
日
の
爆
磯
に
際
し
塩
見
島
測
候
所
の
微
動
計
が
数
回

の
小
地
震
を
戚
じ
た
と

い
ふ
外
何
等
の
地
震
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
恐
ら
-
九
十
飴
年
の
眠
か
ら
醒
め
で
此
の
火

山
が
今
回
の
如

き
活
動
堅
不
す
ほ
至
っ
た
の
は
岩
壁
の
張
力
が
其
の
地
下
に
於

い
て
樹
大
し
､
揮
教
成
分
逸
出
の
魔

力
が
増
大
し
た
か
ら
で
あ
っ
琴
b
う
が
､
之
を
更
は
地
表
的
ほ
の
み
見
や
う
と
す
れ
ば
'
新
魯
噴
火
管
中
に
図
解
は

し
て
ゐ
る
が
佃
ほ
高
狐
在
る
岩
石
が
悼
柘
の
収
縮
を
起
し
在
裸
の
割
日
を

一
層
増
大
し
'
或
は
新
裂
櫨
霊

山
っ
て
火

山
瓦
斯
の
逸
田
を
盛
ん
な
ら
し
め
た
と
も
説
明
し
得
る
で
あ
ら
う
｡

放
し
此
虞
に
寵
婁
改
革
は
何
れ
に
し
て
も
爆
教
法

田
つ
て
抽
H

rbれ
食
物
は
既
に
火
山
髄
を
構
成
し
て
僧
た
償

い

岩
石
ば
か
恒
で
あ
る
事
で
あ
る
｡
即
ち
火
山
活
動
は
瓦
斯
鰻
の
爆
磯
に
依
-1
'
固
終
せ
る
噴
火
管
中
の
熔
岩
よ
き
上

方
は
あ
る
火
口
底
火
口
壁
の
岩
石
の
抽
出
を
招
魂
し
た
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
｡
若
し
地
下
岩
壁
の
上
昇
に
対
し
栓

の
役
目
を
満
ず
る
此
の
頃
火
管
中
の
固
粘
し
た
熔
岩
が
湛
し
-
爆
破

さ
れ
た
夜
ら
ば
地
下
の
岩
粟
は
必
ず
や
此
塵
を

迫

っ
て
上
昇
し
軽
石
或
は
他
の
火
山
弾
と
在
っ
て
飛
散
し
た
で
あ
ら
う
か
ら
､
此
の
度
の
煤
磯
に
之
を
敏
-
乙
と
は

爆
聴
現
象
が
石
越
の
如
-
之
よ
り
も
上
方
で
起
っ
た
と
考

へ
夜
け
れ
ば
な
ら
肘
の
革
に
琴

O
O

昭
利
八
坤
十
二
月
乃

..q
昭
利
九
竺

月
の
口
永
良
部
粒
新
席
の
火
山
満
潮

意

外

完



地

球

讐

十

一
番

節
四
班

二
宕

完

勿
翰
以
下
の
事
は
殆
ど

這

想
像
で
は
あ
る
が
､
此
の
意
味
に
於

い
義

教
の
起
つ
姦

淫

鯨
水
面
遥

遠

し
覆
い
裾
の
浅
慮
で
は
夜
か
っ
た
か
と
瓜
は
れ
る
｡

噴
火
管
中
は
あ
る
岩
石
の
剃
日
豊

昇
し
去

る
瓦
斯
の
分
霊

如
何
に
大
-

と
す
る
も
地
下
浅
慮
に
於
い

て

今
回
の
督

爆
雷

起
す
造

る
も
の
-

や
否
や
は
警

害

で
あ
る
0
放
し
口
永
良
部
島
の
場
今

は
新
岳
酉

鹿
の
熔
岩
轟
地
は
霊

時
代
競

粗
義

光
と
恩
は
れ
る
轟
新
し

い
も
の
で
あ
ら
,
之
が
柿
に
楯
機
雷

骨
品

輝

石
安
出

等

あ
る
か
ら
.
地
下
の
岩
壁
-

の
讐

成
分
を
持
つ
-

-

べ
-
讐

て
,
之
よ
還

れ
田
づ
る
瓦

斯
鰭
は
急
激
至

大
膨
脹
差

は
ざ
る
限
辛

皮
追

い
高
警

有
す
る
-

で
あ
ら
う
0
讐

て
通
路
は
地
下
水

が
あ
れ
ば
､
之
整

判
化
し
多
量
の
水
薬
衆
を
成
生
す
る
こ
と
が
拭
凍
る
0

既
は
述
べ
蒜

は
口
永
良
部
島
の
昭
和
八
年
十
二
月
空

月
の
爆
雷

敢
初
の
場
倉

除

三

､
･両
品

蒜

著

誉

降
雨
が
あ
っ
露

に
讐

-

と
は
､
岩
警

追

出
す
孟

翌

期
が
多
雷

地
下
水
は
梱
る
れ
ば
豊

の

水
蒸
気
是

急

川る
苛
は
高
警

あ
つ
ね
と
説
明
す
れ
ば
尤
も
よ
-
珊
解
孟

る
の
で
あ
る
0

叉
蒜

票

殆
ど
満
潮
期
意

つ
宗

賓
は
甚
蛋

味
あ
る
雫

､
此
の
附
近
の
蒜

の
差
は
大
潮
約

=

ハ
米
で

ぁ
る
か
ら
.
蕎

勿
論
之
よ
-

-
は
あ
る
が
､
此
の
魔
力
は
言
は
ば
地
下
岩
警

品

磯
成
分
晶

品

す
作
用

を
行
っ
た
も
の
と
瓜
は
れ
る
O

g
O
､
昭
和
大
串
よ
り
昭
和
九
年
に
至
る
新
屠
場
幾
の
機
巧

誇

火
揺

動
の
周
期
性
や
活
動
力
の
滑
長
追

い
妄

察
-

へ
ん
に
､
其
れ
に
は
先
づ
場
各
芸

の
四
つ
は

置
別
す
る
要
が
あ
る
0
即
ち



(
イ
)
九
十
飴
年
を
観
て
昭
和
六
年
以
後
の
活
動
期
が
起
っ
た
罫
｡

(
ロ
)
昭
和
六
年
の
活
動
前
車
期
の
後
二
年
草
に
し
て
次
の
間
動
期
が
凍
た
事
｡

(
こ

昭
和
八
年
十
二
月
よ
-
一
月
に
亘
る
活
動
期
申
三
又
は
凹
回
の
大
小
の
爆
敬
が
周
期
的
に
起
っ
た
罫
｡

(
ニ
)
活
動
期
中
の
静
穏
時
に
在
っ
て
も
噴
煙
の
量
が
数
分
又
は
数
十
分
の
周
期
を
以
っ
て
滑
遺
し
た
事
｡

是
等
の
革
質
を
適
皆
は
説
明
す
る
乙
と
は
末
だ
筆
者
の
十
分
を
し
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
が
､
忠
弘
つ
い
た
ま
IA
を

次
は
述
べ
る
｡
先
づ

(
イ
)
の
項
に
就

い
て
は
考

へ
方
に
二
つ
の
場
合

(岩
浪
の
眼
力
の
槍
大
と
言
ふ
内
的
原
因
と

噴
火
管
中
の
裂
楯
の
債
大
そ
の
他
の
外
的
原
因
)
あ
る
轟
を
既
は
述
べ
た
｡

秋

℃

な
が
ら
岩
濃
物
質
が
地
衣
は
流
出

す
る
朗
の
火
山
活
動
の
場
令
室
参
照
す
れ
ば
其
の
周
期
を
支
配
す
る
7P
の
は
岩
壁
自
慢
は
し
て
､
周
期
は
多
少
長
短

の
不
規
則
性
を
典

へ
る
79
の
が
外
的
原
因
で
あ
る
か
ら
｡

(

イ
)
項
は
輔
し
て
も
然
-
考

へ
て
よ
い
と
恩
は
れ
る
｡

(
ロ
)
の
原
因
は
筆
者
の
澱
も
断
言
し
絹
を

5,
朋
で
あ
る
が
'
想
像
す
べ
-
ん
ば
､
(
イ
)と
同
様
在
る
内
的
原
因
が

地
下
岩
麓
溜
の

一
局
部
即
ち
暁
火
管
及
び
其
の
宮
下
の
岩
娩
溜
の

一
部
に
起
っ
た
馬
め
で
は
夜

い
か
と
鳳
は
れ
る
.

即
ち
地
下
岩
壁
溜
主
憶
の
痕

カ
の

7
枚
的
傾
向
と
は
直
接
踊
係
を
-
噴
火
管
附
近
の
岩
兼
が

7
活
動
期
に
際
L
t

一

群
の
爆
磯
を
行
っ
た
後
は
活
動
性
を
減
じ
'
其
れ
よ
カ
下
方
在
る
岩
雄
主
鰭
よ
-
の
勢
力
の
供
給
を
扱
っ
て
､
更
に

次
の

一
群
の
活
動
数
行
ふ
聞
不
活
動
状
態
に
摺
っ
た
馬
に
此
の
活
動
休
止
の
現
象
が
起
っ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
｡

(
こ

の
頃
に
就

い
て
は
既
に
昭
利
八
年
十
二
月
及

一
月
の
爆
登
が
降
雨
の
後

一
､
両
日
を
経
て
起
っ
た
革
質
と
爆

敬
が
満
潮
頃
に
起
っ
た
非
賓
と
を
注
意
し
た
｡
叉
た
昭
和
六
年
の
三
回
の
爆
敬
に
於
い
て
も
四
月
二
円
午
後
七
時
草

の
爆
登
に
Ao
い
三

二
月
三
十
日
に
降
雨
あ
-
､
五
月
十
五
日
午
後
八
時
の
爆
磯
で
は
皆
目
大
降
雨
が
あ
っ
た
の
で
あ

昭
利
八
舛
十
二
月
乃
至
昭
利
九
年

1月
の
日
永
良
部
粘
新
岳
の
火
山
析
動

l
Tti
u

一
九



地

獄

節
二
十

.I
脊

節

四

挑

毒
7

二
〇

る
O
嘱
六
月
六
=
午
後
五
時
草
の
爆
敏
は
先
立
っ
て
は
少
-
と
7P
著
し

い
降
雨
は
な
か
っ
た
｡
即
ち
此
の
加
-
観
察

し
凍
れ
ば
n
永
良
郵
火
山
の
如

き
草
火
川
性
活
動
敢
行
ふ
大
山
で
は
降
雨
が
爆
敬
を
刺
戟
す
る
と
言
ふ
事
は
大
鯉
鹿

以
の
飴
地
が
夜
-
恩
は
れ
る
｡
且
つ
之
は
既
は
述
べ
た
如
-
糊
論
的
ほ
も
訟
明
し
得
る
所
で
あ
つ
ね
｡
然
し
之
は
逆

に
降
雨
の
後
は
必
ず
火
山
爆
敬
が
あ
る
こ
と
を
何
等
意
塊
す
る
も
の
で
は
覆

い
｡
例

へ
ば
五
月
十
五
日
の
爆
教
よ
少

数
口
前
在
る
十

一
日
は
大
開
で
あ
っ
た
ほ
拘
ら
ず
爆
磯
は
十
二
日
は
79
十
三
日
に
も
起
ら
ず
次
の
大
桶
の
H
ま
で
延

び
て
居
る
の
で
あ
る
｡
即
ち
爆
登
の
周
期
を
支
配
す
る
原
因
は
降
両
の
外
に
,P
な
け
れ
ば
琴
b
ぬ
rJ
と
が
明
瞭
に
戚

ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
0

此
の
他
の
原
因
の

7
と

し
で
岩
雄
の
瓦
斯
鯉
を
放
用
畳
が
周
期
的
に
興
る
べ
き
こ
と
を
此
の
期
間
に
就

い
て
も
考

へ
て
よ
き
や
否
や
は
筆
者
の
未
だ
知
-1鹿

ざ
る
所
で
あ
る
｡

然

し
他
の
頗
る
明
瞭
な
る
二
革
薯
が
あ
る
O
を
の

一
は

火
山
の
噴
煙
現
象
は

一
面
か
ら
観
れ
ば
碑
石
現
象
に
外
在
ら
讐

J
と
で
あ
る
.
火
口
壁
､
火
口
底
に
在
る
岩
石
の
噴

き
上
ら
れ
て
再
び
噴
火
H
に
握
る
事
を
繰
り
返

へ
す
現
象
は
瓦
大
な
る
岩
塊
を
砕

い
て
よ
く
細
小
夜
る
岩
片
と
な
す

作
用
で
あ
る
｡
而
し
て
此
の
結
弗
活
動
性
の
飼

い
饗
楯
は
砕
か
れ
た
る
岩
井
､
岩
粉
に
ょ
つ

て眺
め
ら
れ
曹
ら
く
ほ

し
で
そ
の
活
力
を
著
し
-
減
ず
る
に
至
る
の
で
あ
る
｡
次
に
堅

1
の
現
象
は
火
山
の
噴
煙
よ
-,義

物
む
昇
華
せ
し
ひ

る
現
象
は

山
面
か
ら
見
れ
ば
裂
糠
墳
充
物
腰
結
現
象
で
あ
る
｡
即
ち
此
の
作
用
に
依
っ
て
裂
価
を
墳
充
せ
る
岩
石
粉

は
更
は
固
-
勝
者
せ
し
め
ら
れ
る
結
果
を
招
来
す
る
の
で
あ
る
｡
例

へ
ば
新
岳
よ
り
抽
出
さ
れ
霊

石
片
を
セ
ン
ト
せ

る
白
色
昇
華
物

(
別
辞
其
の
他
)
は

ニ

ヤ
ー
を
以
っ
て
之
を
打
つ
も
容
易
に
砕

き
得
な

い
覇
の
堅
rJで
あ
る
｡
即

ち
火
山
は
白
か
ら
行
ふ
噴
気
作
用
に
依
っ

て次
第
に
を
の
逃
れ
出
づ
る
裂
櫨
を
閉
塞
L
I
降
雨
の
後
水
･#
=気
が
多
畳



ほ
戚
珪
さ
れ
た
際
に
之
を
急
に
泡
出
せ
し
む
る
鷹
の
路
を
自
ら
閉
ぢ
て
行
-
の
で
あ
る
｡

即
ち
岩
波
よ
-
退
出
す
る
譲
斯
膿
を
臓
-,
竺

定
で
あ
る
と
し
て
も
墳
充
す
べ
き
製
油
の
大
小
に
依
-
白
か
ら
爆

教
に
は

1
定
の
期
間
が
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

敢
後
に

(
ニ
)
の
境
に
封
す
る
説
明
で
あ
る
が
､
之
は
多
少
問
歌
泉
の
活
動
と
似
た
る
原
因
に
依
っ
て
起

さ
れ
る

,p
の
と
;
心
は
れ
る
○
即
ち
盛
な
る
噴
煙

(
主
と
し
て
水
蒸
菊
)
を
行
ふ
時
期
の
最
初
に
は
張
力
は
依
る

一
の
小
爆
教

を
行
ふ
べ
き
で
あ
る
が
､
此
の
爆
敬
に
依
っ
て
瓦
斯
鯉
の
退
出
を
妨
げ
る
上
方
の
厳
ひ
が
除
か
れ
'
且
つ
之
が
及
ぼ

し
た
魔
力
が
除
か
れ
れ
ば
水
準

若

退
出
が
自
由
に
な
る
と
共
に
其
の
成
壁
も
盛
ん
と
な
る
評
で
あ
る
｡
然
し
水
蒸

衆
の
成
隼
が
其
の
逸
出
す
る
風音

-
少
な
け
れ
ば
､
盛
ん
な
る
活
動
の
時
期
は
長
-
頂
き
碍
ず

(
勿
論
成
生
す
る
畳

が
十
分
大
な
ら
ば
此
の
意
味
の
噴
煙
の
消
長
は
起
ら
ぬ
)
.
や
が
エ
敦
覇
の
時
期
が
凍
る
,J
と
は
在
る

｡
而し
て
此
の

裏
革
期
塩

田
つ
て
は

(
二

項
は
述
べ
た
様
に
噴
き
上
げ
ら
れ
打
ち
砕
か
れ
て
哲
保
健
附
近
に
鋸

つ
霊

石
層
は
噴
気

孔
教
場
充
し
て
活
動
力
を
酉
ら
-
妨
げ
ら
る
る
事
に
在
る
の
で
あ
る
｡

此
の
如

き
現
象
の
起
る
位
置
は
噴
煙
の
高
さ
(
時
は
二
三
百
米
上
昇
す
)
か
ら
判
断
す
る
7P
大
燥
磯
時
覇
に
地
下

採
用

(
空

ハ
甘
米
?
)
に
在
る
の
で
は
な
-
更
に
迄
か
ほ
浅
慮
に
在
る
7g
の
と
恩
は
れ
る
｡

以
上
四
境
に

亘
-
誉

芸

な
が
ら
爆
磯
現
象
と
其
の
周
期
に
封
し
て
説
明
を
試
た
｡

≡

､
口
重
艮
部
品
新
岳
噴
火
管
の
傾
斜

敢
後
に
日
永
艮
郷
火
山
の
爆
磯
に
就
き
更
に

二
百
し
な
け
れ
ば
在
ら
ぬ
現
象
が
あ
る
｡
そ
れ
は
昭
和
四
年
四
月
以

裸
の
爆
磯
地
熱
と
抽
出
物
の
降
下
し
た
方
向
と
は
踊
す
る
も
の
で
あ
る
｡

昭
利
八
咋
十
二
月
乃
充
昭
利
九
年

一
月
の
日
永
良
部
鳥
新
柄
の
火
山
防
潮

二
三

二
1.





昭
和
六
年
四
月
の
爆
磯
は
暁
火
口
壁
の
西
部
は
起
-
1
山
頂
の

山
部
を
爆
破
し
､
を
の
勢
力
敢
為
大
き
-
1
五
月

の
爆
登
で
は
南
西
壁
の

一
部
が
爆
破
せ
ら
れ
､
六
月
の
爆
敬
は
新
岳
の
暁
火
口
内
は
起

っ
た
｡

昭
利
八
年
十
二
月
二
十
四
=
､
三
十

一
=
及
び
翌
年

一
月
十

一
日
の
爆
磯
は
何
れ
も
噴
火
口
内
に
起
つ
ね
が
､
大

在
る
岩
塊
は
主
と
し
て
東
方
に
飛
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

一
月
二
十
八
日
は
登
山
し
た

リ
シ
ヤ

ー
ル
氏
は
偶
々
好
天
に
恵
ま
れ
喧
火
口
底
を

一
瞬
間
観
察
し
た
の
で
あ
る
が

其
の
話
に
ょ
れ
ば
'
噴
火
口
底
は
両
壁
の
直
下
が
政
も
泥
-
約
三
十
朱
'
二
十
米
及
び
三
十
米
の
三
階
段
む
な
し

で

北
及
び
東
方
に
高
ま
-
､
(南
方
は
噴
煙
の
72
め
不
明
)
澱
上
の
階
段
か
ら
は
革
-
坂
を
な
し
て
暁
火
口
壁
の
重

商
鮎

に
達
し
で
ゐ
た
｡

又
ね
噴
火
口
底
の
閥
及
び
南
西
隅
は
爆
発
の
前
よ
-
活
動
の
敢
為
は
A
を
地
鮎
で
あ
っ
た
事
は
硫
黄
採
掘
常
時
常

は
現
場
に
あ
っ
た
小
原
氏
よ
-
屡

々
聴

い
た
越
で
あ
る
｡

以
上
の
串
賓
に
依
っ
て
此
の
度
の
爆
教
が
在
衆
か
ら
活
動
力
の
最
も
は
ん
で
あ
っ
た
閣
及
商
圏
の
地
瓢
に
起
っ
た

馬
め
'
爆
輩
の
散
も
甚
し
か
っ
た
時
は
噴
火
口
閣
壁
を
爆
破
し
､
又
た
そ
れ
よ
り
鍋
-
噴
火
口
底
の
岩
層
の
み
を
舶

出
し
た
時
は
西
向
の
岩
片
は
火
口
壁
に
衝
突
す
る
た
め
上
昇
せ
ず
'
東
向

き
の
も
の
の
み
が
噴
火
口
外
に
飛
び
出
し

た
事
が
容
易
に
理
解

ruれ
る
｡

然
し
な
が
ら
然
ら
ば
何
故
に
是
等
の
地
瓢
が
在
来
と
も
常
に
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
か
に
就

い
て
次
に
考

へ
ね
ば

を
ら
粕
｡
今
i;
岳
の
北
東
部
に
肇
ゆ
る
断
崖
を
観
る
ほ
其
の
西
部
延
長
が
北
は
曲
っ
た
所
に
漸
岳
の
坐
し
て
居
る
蚤

更
な
る
革
質
は
此
の
度
の
活
動
に
更
に
大
切
在
る
暗
示
h
t典

へ
る
も
の
で
あ
る
｡
即
ち
此
の
断
崖
は
甘
岳
の
山
頂
部

昭
利
八
叩
十
二
月
乃
至
昭
利
九
咋

一
月
の
日
永
良
弥
縫
新
井
の
大
川
机
潮

美

混

二
三



地

拭

節
二
十

1
各

節

凹

批

宗

六

二
円

の
沈
降
に
依
っ
て
生
じ
た
断
層
面
で
あ
っ
て

(
比
の
甜
由
は
他
の
稿
で
詳
し
-
述
べ
る
)
､
断
層
面
の
傾
斜
は
新
岳
の

下
で
は
西
に
､
右
岳
北
東
部
で
は
南
西
に
向
つ
て
屠
る
の
で
あ
ら
う
事
は
想
像
す
る
ほ
難
-
な

い
.
而
し
て
新
岳
は

覚
に
此
の
断
層
面
の

一
部
分
を
迫
っ
て
上
身
し
て
兼
ね
岩
波
は
よ
っ
て
鮎
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
即
ち
新
番
を
造
力

上
げ
た
勢
力
は
清
動
力
の
E
r感
で
な
い
時
に
は
酉
方
の
地
下
か
ら
斜
は
土
身
魂
･a
p
之
が
頗
る
盛
ん
J
Jな
れ
ば
直
上

す
る
勢
を

ホ
す
と
考

へ
る
部
に
依
り
如
上
の
活
動
状
態
が
容
易
に
糾
解

さ
れ
る
｡

以
上
述
べ
た
虞
は
昭
和
八
年
十
二
月
以
降
の
日
永
良
都
鳥
に
放
け
る
火
山
活
動
の
薯
祝
と
其
の
説
明
と
で
あ
る
P

未
だ
皿
ふ

て薄
さ
露
rJ拍
動
が
多
々
あ
る
が
､
大
方
の
御
教
示
む
待
っ
て
更
に
詳
述
す
る
の
機
骨

を

碍
･ん
事
を
望
ん

で
潤
筆
す
る
.

(
昭
利
九
空

二
月
八
日
讐

○
陸
地
測
景
部
出
版
地
間
日
銀

(
昭
利
九
年
二
月
二
十
八
日
5
版
)
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